
社会科学習指導案  
 

                                                 

 

１．単元名「健康なくらしとまちづくり」～ごみはどこへ～ 

 

２．単元の目標 

 ごみを処理する事業について，ごみの処理の仕組みや清掃工場などの関係機関に従事している人々の働き

などに着目して見学・調査してフローチャートなどにまとめることを通して，これらの事業は計画的・協力

的に行われることで衛生的な処理や資源の有効利用ができるように進められていることを理解し，これから

も快適で健康的な生活環境の維持と向上ができるよう，ごみの減量など自分たちにできることを考え，表現

することができる。 

 

３．単元観・児童観・指導観 

本単元は，小学校学習指導要領の第４学年の内容（２）を扱った単元である。廃棄物を処理する事業は，

衛生的な処理や資源の有効利用ができるように進められていることや，生活環境の維持と向上に役立ってい

ることを理解し，自分たちも地域社会の一員として協力できることに取り組もうとする態度を育てることを

ねらいとしている。 

本学級の児童は，これまでの学習において，地域の安全を守る警察や消防の仕事に関心をもち，事件・事

故，火災などが発生した際にどのような過程を経て対応しているのかについて意欲的に追究活動を行ってき

た。問題解決のために，地域や学校の安全に関する調査活動に取り組んだり，警察署の方に聞き取り調査を

行ったり防災センターを見学したりしながら必要な情報を集め，課題に対する自分なりの考えをまとめてい

る。話し合い活動では，学習問題に対する自分の立場（考え）をもち，友達の考えと比べたり既習事項と関

連付けたりしながら考えを整理し，より明確にしていく児童も少しずつ増えているが個人差がみられる。 

指導にあたっては，問題解決的な学習展開を構成し，子供が前単元までで経験した学習方法を生かせるよ

うにする。既習の学習方法を想起させながら学ぶことで児童が比較しながら思考を巡らせて課題追究しやす

くなるため，ごみを処理する事業が，快適で健康的な生活環境を守るために，計画的・協力的に行われてい

ることについて理解を深めることができると考える。そのために，清掃工場を見学したりごみの処理に関す

る資料を調べたりしながら追究することで多くの情報が収集できるようにし，フローチャートを活用して整

理していくことでごみが処理される過程を明らかにしていく。また，話合いの場を設けて整理した情報を比

較したり関連付けたりして考えるなど，社会的事象の見方・考え方を働かせる場面が多く設定されるように

する。 

 

４．「学級・学年経営年間プログラム」との関わり 

 社会科や総合的な学習の時間における情報収集活動を核として，釧路市の発展に関わる「人・物・事」など

の社会的事象の相互関係や，地域と自分との関係を整理・分析し，釧路市の未来への協働的参画意識を高め，

よりよい地域の在り方について表現していく力を育むために，本単元では，国語科との関連を図りながら情報

の共通点や相違点を見つけて整理したり，事実と意見を区別して表現したりするなど，集めた情報を適切に整

理・分析し，比較したり関連付けたりしながら自分の考えを表現していこうとする児童の姿を引き出していく。 

日 時 令和元年 １１月１３日（水）      

児 童 ４年生   

授業場                  

授業者  



 

 

５．単元を通して育む「市民性・地域参画力」 

 学校生活における本学級の児童の実態から考えると，社会的事象や地域と自分との関係について漠然とし

たつながりがあることは理解できていても，それらの相互関係を適切にとらえることは難しい。しかし，上

記「３」に記載した手立てや教師の関わりにより，ごみを減らすために正しく分別しようするなど，自分に

できることを考えたり実行しようとしたりしている子供の姿を引き出していく。本単元では，このような姿

を市民性・地域参画力を育んでいく姿とおさえ，問題解決的な学習展開を構成し，情報を比較したり関連付

けたりしながら考えるなど，社会的事象の相互関係や地域と自分との関係を整理・分析していくことで，地

域の未来への協働的参画意識を高めていけるようにする。 

 

６．評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ア ごみがどのように処理されている

のかについて清掃工場を見学したり，

分別表などの資料を活用したりして，

ごみの処理に関わる対策や事業につい

て必要な情報を読み取っている。 

イ フローチャートを活用し，調べた

ことを整理している。 

ウ ごみを処理する事業が，人々の健

康な生活や良好な生活環境を守るため

に，計画的・協力的に進められている

ことを理解している。 

ア ごみを処理する事業について，課

題を解決するための学習問題をつか

み，学習計画を考えている。 

イ ごみを処理する事業が，自分たち

の快適で健康的な生活環境を守るため

に計画的に・協力的に進められている

ことを，既習事項を基に自分たちの生

活と関連付けて考え，表現している。 

ア ごみを処理する事業について意欲

的に調べたり，地域社会の一員として

自分たちにできることを考え，実行し

ようとしたりしている。 

イ 収集した情報を整理し，課題を解

決するために必要な資料や情報を集め

たり，選んだりしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．単元計画（全１４時間） 

時
数 

○主な学習活動 
評価の観点 

学び合いの過程 手立て  
知 思 主 

１
～
２ 

○釧路市で出されるごみの量を資料から読
み取る。 

○釧路市のごみの出し方のきまりを見なが
らグループごとに分別模擬体験をする。 

○何種類ものごみが大量に出されている事
実に着目し，体験を通して気付いたことや
収集や処理の方法について疑問に思った
ことを出し合い，単元全体の学習問題を作
る。 

なぜ，ごみは分別して処理されている？ 

ア ア   

 

 

 

 

 

３ 

○学習問題を解決するために必要な情報を
考え，知っていることや予想を基に学習計
画を立てる。 

・ごみの集め方（ごみ収集車・資源物回収車） 
・清掃工場（焼却施設）のしくみ 

・リサイクルのしくみ 

 ア  

４
～
６ 

○ごみの集め方について調べる。 

・学校のごみの集め方 

（可燃ごみと資源物） 

・釧路市のごみの集め方 

（可燃ごみと資源物と不燃ごみとその他） 

ア 

イ 

 イ 

７
～
９ 

○清掃工場での調査活動 

・集められた燃やせるごみは，どのように処
理されているのか 

・燃やされたごみはどうなるのか 

・２５年前はどのように処理していたのか 

○清掃工場での調査活動を基に，ごみが分別
して処理されている理由を考える。 

ア 

イ 

  

１
０
～
１
２ 

○リサイクルのしくみについて調べる。 

・びんの処理 

・缶の処理 

・ペットボトルの処理 

・プラスチック製容器包装の処理 

○粗大ごみや有害ごみの処理について調べる。 

○調べてきたことをフローチャートに整理
する。 

○整理した情報を基に，ごみが分別して処理
されている理由を考える。 

ア 

イ 

 イ 

１
３
（
本
時
）
～
１
４ 

○前時までに調査してきたことを基に，ごみ
が分別して処理されるようになった理由
を考える。 

○ごみの処理について自分たちができるこ
とを考えて発表する。 

 イ  

 

 

 

 

手立てⅡ 

・調査したことを基に，ごみが分別して

処理されるようになった理由を思考

ツール（別紙）で整理・分析し，交流

を通して自分の考え（立場）を明らか

にしていく。 

手立てⅡ 

・ごみ収集車やごみステーション，リサ
イクルマークなどの写真資料を提示
し，自分の生活体験からごみはどのよ
うに処理されているのか想起できる
ようにする。 

手立てⅠ 

・「ごみの量」（H28釧路市）の提示 

・釧路市のごみの出し方のきまりに沿っ
てごみ分別模擬体験（２５年前と現
在）を行い，ごみの処理の仕方につい
て疑問をもつことができるようにす
る。 

・「きまりが守られず，ごみが山に捨て
られている写真」を提示し，ごみの処
理と良好な生活環境の維持に関連が
あることに気付けるようにする。 

手立てⅡ 

・学校のごみ置き場（階段下）の様子を
調査したり，用務員の佐々木さんに学
校のごみ処理について聞き取りを行
ったりして，学校から出されるごみの
処理について捉えられるようにする。 

・桜ヶ岡地区のごみ回収計画地図を提示
し，資料を基に話し合うことでごみの
回収が効率的に行われていることに
着目できるようにする。 

・資料や調査だけでは解決できない情報
を整理し，調査方法について話合わせ
ることで，清掃工場を見学する必要性
に気付くことができるようにする。 

・釧路市資源リサイクルセンターの映像
資料を視聴し，資源物の処理方法と課
題について理解できるようにする。 

・清掃工場で働く方に聞き取り調査を行
ったりして，資料ではわからなかった
問題を明らかにできるようにする 

・フローチャートで情報を整理・分析す
る際，ごみの処理に携わる人を位置付
けることで，「自分」と「ごみの処理
に携わる人」それぞれの立場による視
点の違いがあることも整理する。（フ
ローチャート参照） 



８．本時案 

(1) 本時の目標 

ごみが分別して処理されるようになった理由について，調査してきた情報を基にして自分たちの快適で健康的な生活

の維持と向上を関連付けて考えている。 

(2) 本時の展開（１３／１４） 

学習活動   児童・生徒の姿 

○教師の働きかけ・発問（△補助発問，□指示・説明）       手立て 

【評価の観点】 

◇評価の内容 

・指導上の留意点 

１ ごみの分別模擬体験を想起し，分別の手間を振り返る。１Ⅰ１ 

「釧路市の２５年前と現在のごみの分別模擬体験を振り返り，どんな違いがありま

したか。」 

 

 

 

 

 

 

 

２ ごみが分別して処理されるようになった理由を考える。 

 

◯前時までに調査してきたことと座席型シートを基に，思考ツール（別紙１）を用

いて自分の考えを書く。１Ⅱ１ 

 

３ 個人で考えたことを基に全体で交流し，自分なりの結論を出す。 

○思考ツール（別紙１）を基にした話し合いを通して，ごみを分別して処理するこ

とのよさは何かを板書で可視化する。（別紙板書計画参照） 

Ａ 機械をこわさ

ないように 

Ｂ 有害ごみをも

やさないように 

Ｃ リサイクルで

きるように 

Ｄ もやすごみを

へらせるように 

↓ ↓ ↓ ↓ 

ごみをどんどん 

しょ理できる 

有害なけむりが 

出ない 

新しい原料を 

使わなくてすむ 

うめ立て地のじゅ

みょうがのびる 

↓ ↓ ↓ ↓ 

環境にやさしい 健康に暮らせる お金がかからない 自然を守る 

↓ ↓ ↓ ↓ 

・自然を守ることにつながる。（みんなにとって） 

・安心して暮らせることにつながる。（私たちにとって） 

・安心・安全に作業できることにつながる。（ごみ処理に携わる人にとって） 
 

・単元の導入時の板書

を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の予想を基に，

「私たちにとって

何かいいことがあ

るから…」という方

向性を明確にして

おく。 

・座席型シートは，児

童の読む時間を十

分に確保し，効果的

に用いることがで

きるよう事前に配

付しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学習問題】 

「手間やお金もかかるのに，なぜ，わざわざごみを分別して処理するのだろう？ 

［２５年前］ 

・分ける種類が少ないからとても簡単で，楽だ。 

・なやまなくていい。 

［現  在］ 

・今の分別は分ける種類が多いから，面倒だし，時間がかかる。 

・分別の仕方がわからなくて困ったり，まちがえたりする。 

調査してきたことを基

に，ごみを分別するこ

とが自分たちの生活の

どのようなよさにつな

がるのかを思考ツール

に整理しながら、自分

の考えを表現してい

る。【思】 



【板書計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙資料】 

「ごみの量」（H28釧路市） 

 

 



 

 



 

 



 

 

 



桜ヶ岡地区のごみ回収計画地図 

 

 



思考ツール ステップチャート 

 

そのことに

よってどうなる？

すると…

どうなる？

すると…

どうなる？

まず ごみを分別する

有害ごみを

もやさなくてもすむ

有害な煙が出ない

安心して暮らせる

資源物を

リサイクルできる

原料を

再利用できる

お金がかからない

燃やせるごみが

へらせる

最終しょ分場が

長もちする

自然を守ることに
なる


